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2月末会員数

期首会員数2205名から91名増
2500地区合計2296名

目標まであと204名！！

　雪解けが進み、草花や山菜も芽吹き始め、春の訪
れを感じる頃となりました。会員の皆さまにおかれまし
ては益 ご々清祥のこととお喜び申し上げます。
　先月から始まりましたインターシティミーティング (IM)
は、８・４・６分区の各ガバナー補佐、そしてホストク
ラブの皆様のご尽力により、すべて盛会で終了致しま
した。この場をお借りて改めて感謝申し上げます。IM
にて各クラブの会長・幹事様をはじめメンバーの皆様
との再会は、公式訪問の会長幹事懇談会、意見交換
会、例会にて皆様と熱く語り合った一つひとつの感動
がよみがえり、胸が熱くなる思いです。本当に多くの
皆さまにお世話になり、私の年度も残すところあと３か
月となりました。年度の完成と充実、そして次年度へ
の承継に向けて、各クラブの活性化のために一層の
「情熱と友情」をもって活動していく所存です。何卒よ
ろしくお願い申し上げます。
　さて今月は「環境」が月間テーマです。本年度は
各分区より推薦いただいた５０歳未満の会員とローター
アクトのメンバーで構成する社会奉仕委員が、地域や
世界の環境問題を検証し、その保全活動の担いをし
ています。国際ロータリーにおいても、若手のロータリ
アンがリーダーシップを発揮し、奉仕活動を実践してい
くことが重要であると昨今言われるようになってきてま
す。当地区としては、その先導を切って行動している
社会奉仕委員会のこれからの活動をしっかりと支援し、
ロータリーの重点分野のひとつである「環境」の保全
活動を、地区全体で「よいことをやっていこう！」とうい
うRotarian 魂を盛り上げていきたいと思っています。
今、環境問題は「遠い未来の問題」ではなく、私た
ち自身の問題として現実のものになっています。気候
変動や自然環境の変化は、すでに地域社会や私たち
の生活に大きな影響を及ぼしています。まさに「今、

行動するかどうか」が問われています。現状におい
て大きなことを始める必要はないと思います。しかし
Rotarian の使命として、また「Rotarian Benefiits」
を紡ぐためにも、何もしないことは許されないと思いま
す。明るい未来は待つものではなく、創るものです。
一人ひとりの小さな行動が、大きな波「インパクト」を
作ります。今月の環境月間においてクラブ内の会員が、
環境についての地域のニーズを熱く語る時間を共有す
ることにより、その第一歩となることを期待しております。
結びに、本年度の残り３か月の各クラブの活動が一層
活性化し、クラブ会長・幹事様はじめメンバーの皆さ
まが、「会員増強→ファンドレイジング→奉仕事業の実
践→公共イメージの向上」のサイクルの達成感・充
実感・満足感を存分に感じて、Rotaryに対する「愛
や夢や想い」が育まれること、そして会員皆さまのご
健勝とご活躍を心より祈念申し上げ、今月のガバナー
メッセージといたします。ありがとうございました。

2025-2026 年度
国際ロータリー第 2500 地区

（釧路北ロータリークラブ）

ガバナー 佐 渡 正 幸
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2500地区の環境、その“当たり前”を、次の世代へ。

4 月は国際ロータリーの「環境月間」です。
今年度、佐渡ガバナーが地区の社会奉仕の重点として「環
境」を掲げられた背景には、私たち第 2500 地区が、世界
に誇るべき豊かな自然環境を抱え、その恵みの上に暮らし
と産業が成り立っている、という事実があります。
社会奉仕委員会では今年度、「環境問題への取り組み」を
重点目標として活動してまいりました。
環境については専門家や有識者たちだけが議論する問題
ではなく、私たちの日常と産業を支える土台です。だから
こそ今、ロータリーとして、地域の現場の声に耳を傾け、
学び、行動につなげていきたいと考えています。
身近な環境問題としての「昆布の不漁」
つい先日、IMに参加させて頂いた第 8分区は、海・湿原・
森が短い距離で連続し、ひとつの生態系としてつながって
いる地域です。
この“つながり”があるからこそ、漁業・酪農・観光・
加工業など、私たちの産業が成り立っています。
その象徴のひとつが「昆布」です。昆布は出汁をはじめ
日本の食文化の要であり、近年は海外でも注目され、健
康価値の研究も進んでいます。さらに藻場は「海の森」
として多くの生物を育み、ウニを含む沿岸漁業にとって欠
かせない基盤です。加えて、昆布はブルーカーボンとして
CO₂を吸収する役割も担うとされ、環境面でも重要な存在
です。
しかし、その昆布が今、危機に直面しています。
近年、道東各地で不漁が続き、漁業者の方からは「夏の
海が“お湯のようだ”」「このままでは次世代に残せない」
といった切実な声も聞かれます。背景には、海水温の上昇、
潮流の変化、栄養塩の不足、そして赤潮など、複合的な
要因が指摘されています。
昆布の不漁は、漁師だけの問題ではありません。加工、
流通、飲食、観光へと波及し、地域の経済と暮らしを揺
るがします。つまりこれは、“自然の変化”が“地域社会
活動の継続”を脅かしている具体例なのです。
海洋プラスチックごみ問題を「学び」から「行動」へ
もう一つ、私たちの海で見過ごせないのが、海洋プラスチッ
クごみの問題です。
海岸や河川敷に流れ着くごみの多くは、日常の暮らしの中
から生まれたものです。拾ってみると、想像以上の量に驚

かされます。そしてそれは、やがて細かくなり、マイクロ
プラスチックとして海に残り続ける可能性があります。
この問題を“自分ごと”として理解するために、現在、
海洋プラスチックごみ問題を扱ったオンラインセミナーが
WEB上で視聴可能となっています。
忙しい中でも、各クラブ・各会員が「まず学ぶ」ことか
ら始めていただければ、次の行動がより意味のあるもの
になります。社会奉仕委員会としても、視聴を通じた理
解の共有が地区の力になると考え、受講を強くおすすめ
いたします。
年度末に向けた「地区一斉」海浜・河川清掃の計画
社会奉仕委員会では、年度の終わりに、全分区内一斉の
海浜・河川のごみ拾いを計画しています。
ロータリーの強みは、「人と人」「地域と地域」をつなげ
られることです。
同じ時期に、同じ志のもと、各地で汗を流す̶̶それは
単なる清掃活動にとどまらず、地区の一体感を育み、奉
仕の喜びを共有する機会になります。
昨年 10月には、白糠町を拠点とした海浜清掃を実施し、
ロータリアンに加え、ローターアクトやインターアクト、一
般参加者も含めた多くの方々が参加してくださいました。
現場でごみの量を目の当たりにすると、環境問題が一気
に現実味を帯び、“次もやろう”という気持ちが生まれます。
こうした体験の積み重ねが、地域にとっての財産になると
実感しています。
結びに
第 2500 地区の自然は、ただ美しいだけではありません。
それは産業を支え、暮らしを支え、そして子どもたちの
未来を支える“土台”です。けれど、その土台は決して
不変ではなく、昆布の不漁や海洋ごみの問題として、す
でに変化の影が見えています。
だからこそ私たちは、
身近な課題を知り（学び）、共有し（つながり）、できる
ことから動く（行動する）。
このロータリーらしい循環を、地区全体でつくっていきた
いと思います。
社会奉仕委員会委員長として、環境月間が、私たち一人
ひとりの「次の一歩」につながることを願っています。

環境月間に寄せて
2025-2026 年度
国際ロータリー第 2500 地区
社会奉仕委員会委員長

（釧路北ロータリークラブ）
山 岸 弘 典
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私たちが止まれば、ウイルスが動き出す

今、終わらせる
ロータリアンの皆様へ

4月24 - 30日は「世界予防接種週間」
世界予防接種週間。これは単なる啓発の期間では
ありません。40 年前に私たちが世界と交わした「ポ
リオのない世界を作る」という約束を果たすため
の 1 週間です。 皆様の寄付は、単なる金銭的な支援
ではなく、未来の子どもたちが「ポリオ」という
言葉を辞書でしか見なくなるための、最後のピー
スです。ポリオワクチン接種に対しての理解を深
め、寄付をお願いしましょう。

第 1地域
ポリオ根絶
コーディネーター

（富良野ロータリークラブ）
松 田 英 郎

2500HISTORY北海道（2500地区）のロータリー史 その5
昔から、会員増強と会員の質の問題は、侃々諤々議論が繰り返されてきま
した。組織を永続的に存続させるには新陳代謝が必要で、若い会員を入
会させて教育することや、新しいクラブを作って地域を拡大することは、私
達会員に課せられた使命でもあります。この時代は、ロータリーの成長期
に当たり、各地で新クラブの設立を行いましたが、既存のライオンズとの競
合は、まさに会員の取り合いになったものと思います。
また、伝統あるクラブでは、古くから在籍する会員の力が強く、やる気のあ
る若手会員の意見が通らずに会を辞めていく、または他クラブに移籍する
ことがあったとも聞いています。
私の在籍する釧路北クラブの設立はまさにその典型例でありました。釧路
クラブで血気盛んな会員７人が移籍し、それに新規会員が加わり、総勢２
３名のチャーターメンバーで設立されました。
その中には、３５０地区で最初に釧路からガバナーに就任した両角克治氏
や、浜中ロータリークラブの特別代表であった橋本雄介氏らも加わって設立
総会をしたと聞いております。３５０地区が北海道全地域を統括していた時
代にガバナーに就任した両角 PDG が、釧路北クラブの設立に際して、自
ら移籍して来ることなど実際には考えられません。余程の事があったものと
推察しています。
釧路北クラブで二人目のガバナーとして坂本一氏が選出された時、会員一
同坂本ガバナーに恥をかかせられない。どうすれば坂本ガバナーの実績を
残せるかと様々議論し、その結果出された結論が新クラブを作る事でした。
その為、クラブ会員は子クラブである釧路西クラブに声をかけ、新しいクラ
ブを作ることを決意しました。移籍するメンバーの一人として私にも声がか
かりましたが、推薦者の一人である坂本ガバナーから待ったがかかり、当
時クラブの重鎮であった釧路市医師会議長の梯二郎先生が、先陣を切っ
て移籍して下さって釧路ベイロータリークラブが誕生しました。

この時、移籍したメンバーには、のちにガバナーに就任した葭本正美ガバ
ナー、漆崎隆ガバナーのお二人がいたことも付け加えておきます。このお
二人は本当にロータリーを愛し、釧路北クラブでも素晴らしい活動をしてお
りました。
さて、話を元に戻します。この当時釧路では、釧路クラブしかありませんで
したので、入会できなかった人たちはライオンズクラブに入会して、ライオン
ズクラブが急速に拡大しました。ロータリーの入会には、一業種一人の原
則があり、それが足枷となってなかなか新入会員が増えない現実を RI は
危惧し、その後はアディショナル会員や、シニア・パストサービス会員など
いろいろなジャンルを作成して会員増強を行いました。しかし、現在は正会
員と名誉会員に統合されています。
また、会員の質を維持することに於いては、ロータリーの哲学（特に職業
奉仕と言う概念）を勉強する事に基本が於かれ、奉仕の実践に関しての
一番良い教材である決意２３－３４の他に、ロータリーの目的（綱領）、ロー
タリー道徳律、四つのテスト、職業奉仕に関する声明（１９８７年制定　手
続要覧２０１０）、２大モットー、職業奉仕に関する声明（ロータリー章典２０
１４）、ロータリアンの職業宣言（１９８９年～２０１０年）決議１０－１８２、奉
仕の哲学、ロータリーの行動規範（２０１１年改編）、（２０１４年改編）等様々
な教材があるわけで、私達のクラブではこれらの基本的な考えやその変遷
をアカデミー塾を開催して研修しております。ただ会員を増やしただけでは、
「仏作って魂入れず」になってしまいますので、野放しはいけません。やはり、
ロータリー理論をしっかり勉強してもらうことを、会員拡大と同時に行わなけ
れば、単なる昼食会だけのクラブになってしまいます。まずは基礎になる幹
を太くすること、そしてそれが成長して大樹になった時に風雪に耐えられる
下地作りが大切であると考えます。
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2500HISTORY

パストガバナー
〈2008 -2009 年度〉

国際ロータリー第 2500 地区

（釧路北ロータリークラブ）
足 立 功 一

北海道（2500地区）のロータリー史 その6
今月は例会出席に関しての討論です。今ロータリーの例会は柔
軟性の導入により、月２回（２回以上）が可能になり、何かのイ
ベントを例会として数えることも可能となりました。しかし、この当
時はやはり、出席率を大変重要視しておりました。この出席率は、
一応日本事務局に報告しますが、特に RI に報告する義務はあり
ませんので有名無実化した感があります。しかし、京都クラブ等
の伝統あるクラブの出席率は大変厳しいとも聞いております。

◆例会出席
道下（第７分区）： 小さなクラブの弱点としては出席率の問題が
あります。小さな町ですと会員一人一人が多くの公職をもっていて、
諸会合とロータリーの会合がだぶってしまうということも出席率が落
ちる点でありますが、これは小さなクラブの最大の弱点ですね。

宮地 （第４分区）：例会出席はロータリークラブの原点ですが、
病気などによる欠席で出席率が下がるのは、皆でカバーしなけれ
ばなりませんが、その他の理由で欠席した場合は「メーキャップ
できるのにしない。」ということは厳につつしむべきことと思います。
入会前の教育では特に出席義務については、本人の理解をとり
つけるべきだと思います。

大野 （第一分区）：稚内の 100% 出席の会員が政府代表の一員
として、ソ連に長期出張した例があり、メーキャップしようにもでき
ないという場合がありました。

近藤 （ガバナー）：公的な仕事で行くのですから、きちんと欠席届
を出されて行かれた方がよいと思います、そのことによってクラブ
の出席率が多少落ちたとしても、そこは国家のために奉仕をする
のだから会員全員が、好意と友情をもって理解すべきと思います。

藤堂 （第３分区）：私は国際大会にいつも参加させてもらっていま
すが、それは RI 会長から直接教えを受けたいと思って参加して
います。国際大会で「人間に威信を」というダーゲットを示されま
したが、それはロータリーを隠れ蓑にするのではなく、ロータリ一
の組織が、一人一人の力で向上して行くよう努めなければならな
いと教えられました。

大野　（司会）：まだまだご意見もあろうかと思いますが、時間の
関係でこの辺で終了させていただきます。これらの問題点を都市
討論会などで検討され、今後のより良いロータリー活動の指針と
致したいと考えます。 本日は大変ありがとうございました。

昔からロータリーは例会出席に厳しいとよく言われます。ロータリー
会員が守らなければならない３つの根本原則は、例会出席、会
費納入、雑誌購読です。
しかし、今はこの原則を破って退会させられるのは、会費未納入
だけとなりました。
例会出席が厳しいのは、ロータリー活動の中核を成す重要項目が
親睦であったからです。まずは例会に出席して、お互いに顔を付

きわせて親睦を図りながらいろいろな社会問題を勉強する。職種
の異なる会員が集まって話し合いを持てば、そこから良いアイデア
が生まれるであろう。このことからロータリーの奉仕は始まるのだと
いう考えが奉仕活動の根幹にあったからです。
そうであるなら一週間に一回くらいの例会に出て来られないようで
は、会員になる資格がないという意見や、出席できないのであれ
ばメーキャップすれば良いでしょうと、いった意見が出てきます。つ
まり、自分たちと同じ考え方に会員を染めて（教育）いくことで品
位を保ち、秩序を維持したわけです。しかし今はどうでしょう。イ
ンターネットが普及し、例会は SNS で参加してもいいですよ。忙
しい時は欠席も仕方ないですね。会費だけきちんと払っていただ
ければ、うるさい事は言いません。退会されたら困りますというロー
タリーになってきました。例会に来る服装はＴシャツ、ジーパンでも
誰も文句を言いません。ロータリー徽章を付けてこない会員はざら
にいます。仲間なのだから楽しくやろうよと言うのが今のロータリー
です。古参のロータリアンは、厳しいことを言って会の雰囲気を壊
したくない。せっかく会長幹事が頑張っているのだからその程度
の事には目を瞑ろうという気配りなのかもしれません。
私が過去、釧路市内の小学校、中学校のＰＴＡ会長をしていた時、
卒業式、入学式にジャージ姿で参加していた教師がいたくらいで
すから、教えられた子供はそれが良い事だと思ってしまうでしょう。
親の躾、学校の教育がその人の人格を形成し、社会での教育で
人の道や倫理観、社会常識を学びます。このことをしっかり研鑽
しなければ、人の上に立って地域のリーダーになった時、はたま
た一国の代表となって外国に出た時に恥をかくことになるのです。
昔から日本民族の根幹にあった識字率の高さ、教養、教育レベル、
謙譲の美徳、長幼の序、等の品格はどこにいってしまったのか？
アメリカナイズされてきた日本人は、この先トランプ大統領のような
アメリカ人を尊敬し、頭を下げてすり寄るのでしょうか？
明治の人間が日本の基礎を作り、大正の人間が発展させ、昭和
の人間が低迷させたと言われますが、まさに物言わぬ私達昭和
世代の人間が、この先日本をどのように導いていくか、将来を憂
うるばかりです。これからは平成の人間、令和の人間に日本の将
来を託していくわけですが、このゆとり世代、ミレニアル世代、Z
世代の人たちの個人主義的な考え方で日本の将来はどのようにな
るか？　日本人としてのアイデンティティーを失わないように的確な
指導をするのは、私達昭和世代の人間に託された使命であろうと
考えます。改めて研修の伴わないロータリーは、単なる仲良しク
ラブであると考えさせられる貴重な資料でした。
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補助金事業が終了したクラブは報告書とお写真をガバナー事務所まで送付をお願いいたします。

地域に根ざす奉仕の実践 地区補助金事業報告
旭川南ロータリークラブ

旭川南ロータリークラブは、「2025 年度 第 6 回北海道中学軟式
野球選抜大会 旭川南ロータリークラブカップ」を、2025 年 9
月 27 日・28 日の 2 日間にわたり旭川ドリーム球場ほかで開催
した。本大会はコロナ禍を契機に「中学 3年生に最後の舞台を」
との思いから始まり、北海道チャンピオンシップ協会との共同
開催により実施された。道内各地から選抜された 10 チーム、
211 名の選手が参加し、稚内から函館まで広い地域から集結。
仲間とともに最後の大会に全力で挑む姿が各会場で見られた。
試合は白熱した展開となり、投打ともに見応えのあるプレーが
繰り広げられ、観客にも強い印象を残した。礼儀正しさや仲間
を尊重する姿勢も随所に見られ、スポーツを通じた人間形成の
場としての価値が改めて確認された。地域を越えた交流の機会
ともなり、選手同士の絆を深める場としても意義深い大会と
なった。次代を担う世代にとって、記憶に残る貴重な経験となっ
た。今後も継続的な開催を通じ、青少年育成に寄与していくこ
とが期待される。地域スポーツ振興にもつながる。

上川ロータリークラブ
上川ロータリークラブは、創立 50 周年記念事業として、2025
年 9 月 25 日、同年 4 月に開園した上川町認定こども園「ここ
ふれ」に対し、50 インチ液晶テレビおよびクリスマスツリーを
寄贈した。贈呈式では町長へ目録を手渡し、クラブ会員 8 名が
出席。その後、施設の利用状況を確認した。同園は町内の保育
所と幼稚園を統合し、教育と保育を一体的に提供する幼保連携
型認定こども園であり、地域の子育て支援機能も担っている。
11 月 5 日にはクラブ会員がクリスマスツリーの飾り付けを行
い、事業を完了した。テレビは日々の保育や行事で活用され、
視覚的な学びの充実に寄与するほか、ツリーは季節行事を通じ
て子どもたちに喜びと豊かな感性をもたらすことが期待され
る。本事業は、安心して過ごせる環境づくりを支え、地域の未
来を担う子どもたちの健やかな成長を後押しする取り組みと
なった。

帯広南ロータリークラブ
帯広南ロータリークラブは、「帯広盲学校と合同防災学習実施
計画」として、2025 年 9 月 29 日、帯広盲学校にて社会奉仕・
職業奉仕委員会合同例会を開催した。会員を含む42名が参加し、
学校長およびクラブ会長の挨拶の後、防災グッズ一式の贈呈を
行った。続いて講師を招き、防災訓練を実施。段ボールベッド
の制作、毛布搬送、非常用電源の活用方法などを教師・生徒と
ともに体験した。さらに生徒主体による防災クイズや、非常用
トイレの使い方、ラップを活用した止血法、ペットボトルライ
トの作成など、実践的な内容が展開された。視覚に配慮した防
災知識の共有を通じて、災害時の対応力向上と相互理解が深ま
る機会となった。本事業は各メディアにも取り上げられ、地域
におけるロータリー活動の認知向上にも寄与した。学校と連携
した実践的な防災教育として、継続的な取り組みが期待される。
地域に根ざす奉仕の実践として意義深い。
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Why did you come to district 2500?

（世話クラブ /北見西ロータリークラブ）

リマルサ ハニンナコンサ マルゴノ

ロータリーとの
出会いから得た
成長と学び

Why did you come to district 2500?

各地で頑張る米山記念奨学生レポート

私は米山記念奨学会の奨学生として日本で留学生活
を送る中で、ロータリークラブとの出会いを通して多
くの成長と学びを得ることができました。学業だけで
は得ることのできない人との交流やつながりが、留
学生活をより充実したものにしてくれています。北見
西ロータリークラブの皆さまには、日頃より温かいご
支援とご配慮をいただいており、心より感謝申し上
げます。
毎月の例会に参加する中で、多くの貴重な学びを得
ております。例会では卓話の機会をいただき、北見
西ロータリークラブでの経験や母国インドネシアにつ
いて紹介させていただきました。その際には、イン

ドネシアの伝統衣装であるケバヤ（kebaya）を着用
し、文化の一端をお伝えしました。また、カウンセラー
の小泉ユリカさんをはじめ、ロータリークラブの西
村さん、高田さんが、インドネシアの伝統的な服で
あるバティック（batik）を一緒に着てくださり、温
かい雰囲気の中で卓話を行うことができました。こ
の経験は私にとって非常に印象深く、心に残るもの
となりました。
また、10 月に開催された地区大会では、他の奨学
生の方々との交流の機会があり、互いの留学生活
や学業について意見を交わすことができました。同
じ立場の仲間と交流できたことは、大きな励みとな
り、思い出に残る有意義な経験となりました。
現在は情報学を専門として学業に真剣に取り組み、
将来に向けて知識と技術の習得に努めています。
ロータリークラブでの活動を通して学ばせていただ
いた、人とのつながりの大切さや支え合う心を忘れ
ず、今後の学業および社会生活に生かし、将来的
には周囲の方々を支えられる存在となれるよう努力
していきたいと考えています。



Why did you come to district 2500?

（世話クラブ /網走ロータリークラブ）

李　子朔（リ シサク）
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Why did you come to district 2500?

各地で頑張る米山記念奨学生レポート

今回、卓話として「私の故郷・中国山東省濰坊市（い
ほうし）」について発表する機会をいただきました。
濰坊は「風筝の都」として世界的に知られ、国際風
筝会や国家級非物質文化遺産に登録された伝統的
な風筝技術を有する、文化と歴史の深い都市です。
発表では、こうした風筝文化に加え、木版年画をは
じめとする民間芸術や、地域に根付いた食文化につ
いて紹介しました。
 特に、故郷の美食を紹介した際には、多くの方が強
い関心を示してくださり、「とてもおいしそう」「機会
があればぜひ食べてみたい」といった感想をいただ
きました。自分にとっては日常的な料理でも、他国
の方にとっては新鮮で魅力的に映ることを知り、改め
て故郷の良さを実感しました。

 今回は時間の関係で十分に紹介できませんでした
が、濰坊には他にも多くの伝統文化や民俗芸術が
受け継がれています。もし時間に余裕があれば、そ
うした文化についてもさらに詳しく紹介し、より多く
の方に私の故郷を深く知っていただきたいと考えて
います。外国人留学生として、このような交流の機
会を大切にし、文化を通じて人と人をつなぐ架け橋
になれるよう、今後も努力していきたいと思います。

※濰坊市（いほうし）は山東省中部に位置し、東
は青島市、煙台市と隣接し、西は淄博市、東営市、
南は臨沂市、日照市と接し、北は渤海の萊州湾に
面する、人口約 940 万人の歴史文化都市です。
（Wikipediaより抜粋）
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2500地区ローターアクトクラブのご紹介

第6回 富良野ローターアクトクラブ
 広がれ！
アクトの

輪

ローターアクト会員数の増減

目標まで
あと47名！

2025-2026 年度 富良野 RACで会長をさせていただい
ております篠澤 宏知と申します。
当クラブに入会をして今年度で７年目、３度目の会長をさ
せていただいております。
富良野RACは２月末時点で男性会員８名・女性会員
が 4名の計１２名で活動をしております。
今年度のクラブテーマは「Imagine」。日本語訳すると「想
像する」という意味合いになり会員一人一人が様 な々
課題に対して頭の中でイメージや理念の形成をし、個々
が「考えた力」を使い、これからの物事に挑戦していっ
てほしいという願いからこのクラブテーマを掲げさせてい
ただき、日々 活動をさせていただいております。
今年度は新たな取り組みとしてスポンサークラブである
富良野RCの夜間例会の出席や地域のボランティア活
動にも例年以上に積極的に会員それぞれが参加をして
おり、富良野RACの活動が地域の皆様方に知ってい
ただくと同時に支えられ、今日の活動ができていることに
感謝をしております。
６月６日には当地区のRAC地区大会が開催され、富良
野RACがホストクラブとなり開催をさせていただきます。
この１年の集大成を富良野RAC会員一同、一丸となっ
て盛り上げ、開催をさせていただきますので皆様方のご
登録・ご参加をお待ちしております！

富良野ローターアクトクラブ 会長

篠澤  宏知

10 月　富良野スポーツ縁日運営ボランティア

12 月　富良野RCクリスマス家族会

7月　決起集会

8月例会　ラフティング例会 10 月　富良野スポーツ縁日運営ボランティア

12月　富良野RCクリスマス家族会

7月　決起集会

8月例会　ラフティング例会
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寄付者報告

【第7分区】釧路北ロータリークラブ

佐藤 昌生（さとう まさお）
清掃業
1973 年９月１1日生 /2 月４日入会
奉仕の機会を得た事に感謝致します。皆様
とのご縁を大切に色々と学ばせて頂きたい
と思います。

【第 6分区】帯広ロータリークラブ

小沼 大介（こぬま だいすけ）
宿泊業
1971 年２月１日生 /２月 25 日入会

【第 3分区】旭川ロータリークラブ

嵯城 俊明（さじょう としあき）
薬剤師
1963 年７月 23 日生 /２月 20 日入会
最近の社会問題としてメンタルヘルスに課題を抱える若者
が、OTC 医薬品や向精神薬を多量に服用するオーバードー
ズの問題が深刻化しています。精神的苦痛から逃れようとす
る若者は非行歴がない一方で、「居場所」を求めるかのように
オーバードーズを繰り返します。若者に対して「決してひと
りじゃない。君たちの居場所はちゃんと、ここにある」など
の温かいメッセージを添えて伝えることが、今まさに求めら
れているのではないでしょうか。依存症は一つの疾患であり、
我々ロータリアンが果たすべき役割は数多くあるはずです。

皆様と一緒に帯広に活気ある場所にさせる
べく入会しました。宜しくお願いい
たします。

【第 5分区】網走西ロータリークラブ

辻 美也子（つじ みやこ）
保険業
1974 年６月 13 日生 /１月８日入会
活動を通して、いろいろな方々と交流し、
親睦を深に地域の根ざした成長をしていき
たいと思っています。

新入会員紹介

物故会員
【第2分区】名寄ロータリークラブ

吉田 肇（よしだ はじめ）
耳鼻咽喉科
2026 年 2 月 9 日逝去（享年 80 歳）

昭和 55 年　入会
平成 17 年　会長

昭和 56 年  ポールハリスフェロー
昭和 62 年  マルチプルポールハリスフェロー＋１
平成 12 年  マルチプルポールハリスフェロー＋２
令和 ６年  マルチプルポールハリスフェロー＋３

【第 3分区】旭川北ロータリークラブ

土田 晃 （つちだ あきら）
【寄付月日】2026 年２月５日
【米山功労者】５回

米山功労者

米山功労者 米山功労者
【第 3分区】旭川北ロータリークラブ

佐藤 彰真 （さとう あきまさ）
【寄付月日】2026 年２月５日
【米山功労者】１回

米山功労者

ロータリー財団
【第 3分区】旭川西ロータリークラブ

坂下 薫（さかした かおる）
【寄付月日】2026 年２月３日
【米山功労者】３回

【第 3分区】旭川西ロータリークラブ

本間 公浩（ほんま きみひろ）
【寄付月日】2026 年２月３日
【米山功労者】１回

【第 6分区】帯広南ロータリークラブ

進藤 直哉 （しんどう なおや）
【寄付月日】2026 年 1 月 28 日
【寄付種類】MPHF＋3

米山功労者
【第 6分区】帯広ロータリークラブ

合田 倫佳（ごうだ のりよし）
【寄付月日】2025 年 12 月 31 日
【米山功労者】4回

米山功労者
【第 7分区】釧路北ロータリークラブ

平井 昌弘（ひらい まさひろ）
【寄付月日】2026 年 2 月 10 日
【米山功労者】4回

【第 6分区】帯広南ロータリークラブ

花房 浩一 （はなぶさ こういち）
【寄付月日】2025 年 12 月 23 日
【寄付種類】MPHF＋7

ロータリー財団
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例会出席率＆会員数推移（2026年2月末報告）


